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トヨタ自動車（株）技術管理部技
術戦略企画室主査を経て、現職

世界有数のものづくり拠点としての持続的発展を目指して事業総括

大塚　美則 　今年度より東海広域ナノテクものづくりクラスター事業に携わることとなり、身の引き締まる思いです。企業

では長年、知的財産管理に取り組み、また近年では地域の産学官はじめ諸団体の方々と渉外活動を通して幅広

くお付き合いさせていただき、今まさにその経験を生かすときが与えられたと思っています。

　新事業総括としての取り組みたい課題のなかで、とくに注力したい課題の一つ目は研究評価の仕組みづくり

です。研究評価は永遠の課題ですが、研究テーマの改廃を実施し、成果の期待できるテーマに絞り込んで効率

的に推進します。二つ目は、コーディネータは豊富な経験と能力を持つ優秀な人材が揃っていますが、それぞ

れの持ち味を生かしつつ、テーマ推進にリーダーシップを思う存分発揮できるような環境づくりに取り組みます。

三つ目は知的財産管理の仕組みづくりです。私自身、知財管理に取り組んだ経験を生かし、事業本部として何

ができるかを明確にしていきたいと考えています。　　　

　そして最終的には世界拠点形成に向けた構想とその実現に取り組みます。二年後に稼働する予定の愛知県

「知の拠点」構想を視野に入れつつ、世界の研究者が多く集まる研究・教育の場をつくります。以上のように、新

事業総括として東海広域の産学官の人と人の輪を大切にしつつ、これらに取り組んでまいります。

事業の概要

世界を先導する環境調和型高度機能部材の
創製をめざして

　当地域では、「世界有数のものづくり拠点としての持続的発展」を戦略として、自動車・工作機械や

航空機産業の裾野を支えている中堅・中小企業における部材・加工技術を、先進ナノテクノロジーの

活用により底上げする「東海広域ナノテクものづくりクラスター」の形成を目指している。

　「世界を先導する環境調和型高度機能部材の創製」をコンセプトに、先進プラズマナノ科学・工学

を核として、省エネ・環境負荷低減に貢献する部材の高機能化やナノ加工技術の高度化に向けた研

究開発を推進するとともに、研究成果の普及、応用研究・試作開発の支援など、中堅・中小企業への

技術移転・事業化の促進に向け、地域が連携して実施している。

　国際競争力のあるクラスターを形成するため、第Ⅰ期事業の成果を踏まえて、地域の大学の研究開発ポ

テンシャルをベースに、地域産業のニーズに対応した基礎・基盤研究を実施するとともに、地域事業として、

コーディネート・応用研究・試作開発支援、人材育成支援などについて、地域が一体的・戦略的に実施していく。

＜事業推進マネジメント（産・学・行政連携体制整備）＞

　　東海広域知的クラスター創成事業本部を中核機関に設置し、本部会議において事業方針の審議・決定

　を行うとともに、地域事業を共に実施する(財)名古屋都市産業振興公社、(財)岐阜県研究開発財団を始

　め関係機関との緊密な連携により、事業効果の最大化を図る。

＜研究開発プロジェクト＞

　　第Ⅰ期事業の成果・実績や地域産業の課題をもとに、研究領域の重点化と先進研究者の結集を図り、

　「世界を先導する環境調和型高度機能部材の創製」をコンセプトとして、研究開発を行う。先進プラズマ

　ナノ技術を中心に基盤技術をさらに深化・発展させ、プロセス技術として応用することなどにより、先進

　ナノ部材や高効率デバイスの開発に向けた研究開発を推進し、当地域の産業を支える中堅・中小企業の

　高度部材・加工技術のパワーアップを図るとともに、知の確固たる集積・拡充を目指す。

クラスター構想

クラスター本部体制
○本部長………………
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○事業総括……………
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○技術移転コーディネータ…
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（株）ＩＮＡＸ、（株）エヌ工房、ＮＵエコ・エンジニアリング（株）、エルシード（株）、

カイインダストリーズ（株）、（株）片桐エンジニアリング、菊水化学工業（株）、

岐阜製砥、積水化学工業（株）、シーシーアイ（株）、新電元工業（株）、

スタンレー電気（株）、創光科学（株）、大東化工（株）、大陽日酸（株）、太陽化学（株）、

高砂工業（株）、竹田印刷（株）、天龍工業（株）、（株）デンソー、東海光学（株）、

（株）東海理化電機製作所、東京エレクトロン（株）、東洋樹脂（株）、

ＤＯＷＡエレクトロニクス（株）、（株）豊田中央研究所、日本ガイシ（株）、

（株）花市電子顕微鏡技術研究所、富士機械製造（株）、

（株）フジミインコーポレーテッド、増岡窯業原料（株）、丸ス釉薬（資）、ミズノ（株）、

（株）名城ナノカーボン、山口精研工業（株）  等

名古屋大学、名古屋工業大学、名城大学、岐阜大学、豊橋技術科学大学、

豊田工業大学、中部大学、三重大学  等

愛知県産業技術研究所、名古屋市工業研究所、岐阜県セラミックス研究所、

岐阜県機械材料研究所、(財)ファインセラミックスセンター、

(独)産業技術総合研究所  等

【連携支援機関】(財)名古屋都市産業振興公社、(財)岐阜県研究開発財団

主な事業成果

・第Ⅰ期事業の成果の基盤の上に、先進プラズマナノ基盤技術、先進ナノ部材や高効率デバイス開発に向け

　た研究開発で成果を得た。

・反応空間中のラジカル計測において、水素、酸素、窒素ラジカルと共に、Cu、Pb、Cr、Cd、Zn、Ga原子濃度

　を計測できるコンパクトなラジカルモニタリング装置を開発した。今後、スパッタリングによる機能薄膜の

　組成制御や土壌・水質汚染モニタリングへの応用展開が期待される。

・液中でのグロー放電に関する研究開発を進め、ナノ粒子の合成、メソポーラスシリカの低温形成やナノカー

　ボンの液体への高分散化が可能であることを示した。今後、先進ナノ部材開発のコア技術となると期待さ

　れる。

・6インチシリコン基板上に欠陥の少ないＧａＮ薄膜結晶成長に成功した。今後、ＧａＮ半導体を用いたパワー

　エレクトロニクスデバイス基板の低コスト化、さらにはグローバルスタンダード化も期待される。

 

 

6インチＡｌＧａＮ/ＧａＮ ＨＥMＴ 基板

液中におけるグロー放電

ラジカルモニター（光源・分光器一体型）
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情報通信 ナノテク・材料環  境ライフサイエンス

東海広域
東海広域ナノテクものづくりクラスター

（平成20～24年度）


